藤沢産エコベジマルシェ実施要領

１　目的
　国が示す「みどりの食料システム戦略」において、２０５０年までに耕地面積に占める有機農業の取組面積の割合を２５％に拡大することを目標にしており、本市でも「第２次藤沢市都市農業振興基本計画」において、同様に拡大することを目標に設定したことから、有機農業に着目したイベントを開催し、有機農業の理解促進を図り、有機農業が市内に広まる機運を醸成する。

２　主催
　藤沢市地産地消推進事業実行委員会

３　共催
　藤沢市

４　協力
　　Standup湘南、辻堂朝ごはん朝市実行委員会

５　開催日時
　２０２６年１１月２２日（日）午前１０時から午後２時まで
　（搬入搬出について）
（1） 搬入時間　当日午前８時から午前１０時まで
（2） 搬出時間　当日午後２時から午後４時まで
　※荒天中止。
　　中止の判断は、前日正午までに決定し関係者へ連絡する。

６　会場
　神台公園

７　出展対象
（１）市内の有機農業農家（最大１０小間）
９月２５日号の広報ふじさわで公募し、１０月７日（水）まで申し込みを受け付ける。
応募多数の場合は、抽選等により出展者を決定する。
　応募者数が定員に満たなかった場合は、１０月２１日（水）までを二次募集期間とする。
　※ここで言う「有機農業」とは、「有機農業の推進に関する法律」の定義に基づく農業生産の方法を用いて行われる農業を指し、「有機JAS認証」の有無は問わない。
　　「有機農業の推進に関する法律」による有機農業の定義は次のとおり。
　　・化学的に合成された肥料及び農薬を使用しない。
　　・遺伝子組換え技術を利用しない。
　　・農業生産に由来する環境への負荷をできる限り低減する。
（２）イベントブース（最大４小間）
ア　有機農業農家による有機農業のＰＲ
イ　その他、本イベントの目的達成に資すると主催者が認めたもの。

　※１小間あたりの目安は横約５．４ｍ、奥行き約３．６ｍとする。
※ブース内の机・椅子は原則として出展者で用意する。

８　出展料　
　　徴取しない。

９　出展にあたっての注意事項
（1） 保健所及び消防署への届出は、主催者が一括して行うこととし、出展者は保健所及び消防署の指導に従うこと。
（2） ゴミは出展者各自で持ち帰ること。
（3） 車両の会場内への乗り入れは原則１台までとする。
（4） 公園施設の電源設備は利用できない。
（5） 引火性・発火性の物、著しく音響・異臭を発する物、特許権・意匠権等を侵害する恐れのある物は出展できない。
（6） 宗教信仰・政治活動等これらに類する行為を行うことはできない。
（7） テント、机及び椅子などの備品は原則として出展者が用意する。
（８）慣行栽培の農産物を販売することはできない。
（９）ＰＬ保険に加入している者に限り加工品等を取り扱うことができる。
（10）暴力団、暴力団員、暴力団関係企業の関係者その他公益に反する行為をなす者（以下「暴力団等反社会的勢力」という。）は出展できない。
（11）暴力団等反社会的勢力又は元暴力団等反社会的勢力が、その名目を問わず資金提供や出資を行い、その事業活動を支配する者は出展できない。
（12）暴力団等反社会的勢力又は元暴力団等反社会的勢力をその業務に従事させ、又はその業務の補助として使用する者は出展できない。
（13）暴力団等反社会的勢力又は元暴力団等反社会的勢力と社会的に非難されるべき関係を有する者は出展できない。
（14）上記の定めにない事項については、主催者と出展者が協議の上、定める。

10　イベント周知方法
広報ふじさわ１１月１０日号、おいしい藤沢産ホームページ、フェイスブック、インスタグラム、辻堂朝ごはん朝市での周知、市民センターへのチラシ配架等。


11　出展の取り消し
　出展者が公序良俗に反する使用をした場合又は主催者が不適当と判断した場合は、出展を取消す。なお、出展者が出展の取消しを受けた場合において、出展者に損害が生じても主催者は責任を負わない。

12　損害賠償
（１）出展者は、出展場所の使用にあたり、主催者又は第三者に損害を与えたときは、すべて自己の責任において、その損害を賠償する。
（２）販売の実施にあたり、出展者又は出展者の従業員に損害が生じても、自己の責任で対応する。

13　事業報告
　出展者は、販売物・持込数量・販売数量・売上金額等が分かる報告書を行い、主催者へ提出する。

14　定めのない事項の処理
この実施要領に定めのない事項又は疑義を生じた事項については、出展者と主催者で協議の上処理するものとする。

以　上
